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要  旨 

近年，肥満解消のためカロリーオフのもの，糖尿病になり難いもの，虫歯予防等多種多様な甘味料が使用

されるようになっている。そこで今回は無表示の漬物からサッカリンナトリウムが検出されたことをきっか

けにその原因究明と，摂取量調査の動向をふまえて人工甘味料であるサッカリンナトリウムに照準をあてて

使用実態を解析した。その結果サッカリンナトリウムの使用実態はほとんど無く，僅かに漬物，魚肉練り製

品に使用されているのみであった。反対にカンゾウ，ステビア等の甘味料が多く使用されていることが判明

した。また食品によりある程度決まった種類のものが使われており，単品でなく数種類が併用されているも

のが多いことが判明した。 
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Ⅰ はじめに 

近年食生活の変化に伴い様々な甘味料が使用されるよ

うになった。それらのうちサッカリンナトリウムは安価

なため多くの食品に使用されてきた。しかし発がん性の

問題や消費者の関心が人工のものから天然のものへ変わ

ったことと相まって使用量が減少してきた。今回産直市

において農家で栽培された農産物を使った漬物から，表

示がなく使用基準を超えたサッカリンナトリウムが検出

されたことをきっかけに，甘味料の使用実態の調査を試

みた。その結果若干の知見を得たので報告する。 

 

Ⅱ 方法 

１ 試料 

東讃保健所及び小豆保健所において収去した佃煮等，

計179検体を試料とした。（平成21年度111件，平成22年

度68件） 

２ 試薬  

標準品：サッカリンナトリウム(SA)，アスパルテーム

（APM），（和光純薬工業㈱ 食品添加物試験用），アセス

ルファムカリウム(AK)，（関東化学㈱食品分析用） 

混合標準液：各 1々00mgを精秤し適宜希釈し標準系列を

作成した。 

透析内液：10%塩化ナトリウム含有0.01mol/L塩酸 

透析外液：0.01mol/L塩酸 

メタノール：高速液体クロマトグラフィー用 

イオンペア試薬：0.5molTPA-OH 溶液，TBA-Br（特級，

和光純薬工業㈱）  

0.1molリン酸緩衝液（pH5.0）：0.2molリン酸水素二ナ

トリウムに 0.2mol リン酸二水素ナトリウムを加え，  

pH5.0に調整したものを水で２倍希釈した。 

３ 分析方法 

(1) 東京都健康安全センター「HPLCによる食品中の合成

甘味料の一斉分析法」１）

図１に分析方法を示した。 

を用い甘味料の一斉分析を実施

した。 

試料１0g採取   

 ←透析外液20ml  

 ←透析外液で200ml  

24時間透析   

     

透析外液10ml分取   

 ←0.1mol/LTBA-Br 1ml 

 ←0.1mol/Lリン酸緩衝液 

全量20ml   

10ml分取，Sep-Pak Vac C18に負荷 

 ←水30mlで洗浄  

 ←ﾒﾀﾉｰﾙｰ水(1:9)で洗浄 

 ←ﾒﾀﾉｰﾙｰ水(45:55)で溶出 

全量10ml   

     

HPLC   

図1 甘味料の分析方法 
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(2) HPLC条件 

 カラム：Inertsil ODS-2 (4.6mmi.d.×250mm), 

ジーエルサイエンス㈱製 

 移動相：0.01mol/L TPA-OH含有メタノールー水(3:1) 

     混液をリン酸でpH3.5に調整したもの 

 流速：1.0ml/min カラム温度：40℃ 注入量：10μl 

(3) 装置 

高速液体クロマトグラフ：LC-10ADvp ㈱島津製作所製  

 

Ⅲ 結果及び考察 

県内に流通している食品について食品添加物の検査を

実施したところ，SAの表示違反とともに使用基準違反で

ある漬物が発見された。このことをきっかけに甘味料に

ついてその使用実態を調査してみることにした。 

表１に収去食品中の甘味料検出件数を示した。図２に

収去食品別使用甘味料の種類について，図３に収去食品

別甘味料使用状況を示した。 

漬物，佃煮等179検体についてSA，APM，AK，ズルチン

(DU)の４項目について検査した結果，SAが10検体から検

出した。他の３種類については検出しなかった。表１に

示すように検出したSAはいずれも漬物からであり，その

うち５検体については表示がなかった。SAの使用量は

0.02～0.74g/kgであり，塩漬けの漬物の使用基準が

0.2g/kgなので，６件が使用基準違反となった。確認のた

め，「食品中の食品添加物分析法2000」２）による方法と，

検体をメチル化しGC-MSによる測定３）

 収去検査した全ての食品の表示を見てみると，255 検

体中 28.6％にあたる 73 品目に甘味料が使われており，

図２に示すようにステビア，カンゾウの使用が多かった。

72品目中それぞれ 38%に使用されていた。食品別に見て

みると，図３より佃煮や魚介乾製品，漬物に多かった。

SAについては漬物以外には使われておらず，僅か 8.5％

の使用率だった。 

を並行して実施し

た。食品監視員の調査によると，これらの食品はいずれ

も薬局で調合した沢庵漬けの素を使って作られ，産直市

で販売されていたものであった。甘味料には表示義務と

使用基準があることを知らなかったことが違反の原因で

あった。今回のことで産直市の実態が明らかになり，今

後も食品監視員による監視強化と，指導を継続していく

予定である。 

 

 

検体数 SA APM AK DU

漬物 25 10 0 0 0
佃煮 58 0 0 0 0
魚介乾製品 23 0 0 0 0
魚肉練り製品 17 0 0 0 0
みそ 17 0 0 0 0
缶詰・ビン詰 38 0 0 0 0
菓子 1 0 0 0 0
合計 179 10 0 0 0

表１ 収去食品中の甘味料検出件数
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図２ 収去食品別使用甘味料の種類 
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図３ 収去食品別甘味料使用状況 

 

 本県では1986年より「食品添加物の一日摂取量調査」

に参加しており，その間様々な食品添加物の摂取量を調

査してきた。SAについては2002，2006，2009年度に実施

している。その結果は所報第２号と６号で報告済みであ

る。

食品添加物摂取量調査に基づく SA 摂取量経年変化

（1982～2009年度）を図４に，使用されている甘味料の

種類（2003～2009 年度)を図５に，食品群別甘味料使用

状況（2003～2009年度）を図６に，甘味料併用状況（2003

～2009年度）を図７に示した。 

４）５） 

SAの一日摂取量は図４に示すように，明らかに 1982

年より年々減少傾向であり，西高東低になっており近年

は九州地区以外からは全く検出されていない。

本県の摂取量調査の2003年から 2009年の７年間の購

４）５）６） 
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入リスト 2,358 品目について表示を調査してみると，

8.6％にあたる202品目に甘味料が使われていた。甘味料

を種類別にみてみると図５に示すようにステビア，カン

ゾウが多く使われていた。またダイエット飲料にはAPM，

AK，スクラロールの使用が多いことがわかった。食品別

に見てみると，図６に示されているように 1群（調味嗜

好飲料），４群（魚介，肉，卵類），７群（野菜，果実類）

に多く使われていた。１群についてはダイエット飲料か

ら，４群では魚介乾製品や魚肉練り製品，７群では佃煮，

漬物からが多かった。SAについてみてみると僅かに４群

の魚肉練製品と７群の漬物で使用され，７検体，3.5%の

みの使用率であり，殆ど使われていなかった。また甘味

料の併用使用状況は図７に示すように，甘味料の表示が

ある 202品目中 72品目 35.6％については単品ではなく

２種類又は３種類が併用されており，ステビアとカンゾ

ウ，または APM，AKとスクラロールの組み合わせが多い

ことが分かった。単独ではなく併用することで互いに後

味をマスキングするため一層砂糖に似た味が得られ，更

に相乗効果によって甘味が増すというメリットがあるた

めである。 

新しい甘味料では APM，AK，スクラロールが低カロリ

ー嗜好で清涼飲料水等に多く使われるようになってきて

おり，また虫歯予防でガムや菓子にキシリトール，ソル

ビトール，マルチトール等の糖アルコールが注目されて

いる。その他甘味料としてではなく保湿や滑らかさを出

すためなどの品質保持の目的でソルビトールやトレハロ

ースが使用されている。 

現在多くの種類の甘味料があるが，使用基準が決めら

れているのはSA，AK，スクラロールだけである。しかし

実際にはステビアやカンゾウ，APM 等が大量に利用され

ている。また平成19年６月にはステビアのADIが設定さ

れ正式に甘味料としての規格が定められ，国際的に安全

性が認められた。よって今後ステビア入りの食品が多く

出回ると思われる。今後これらの甘味料について使用実

態を調査していきたい。 

 

Ⅳ まとめ 

１. 収去品の実態について 

179 検体について SA，APM，AK，DU について検査した

結果 10検体からSAが検出した。それらはいずれも産直

市で販売されていた漬物からであった。内５検体が表示

違反であり，６件が使用基準違反であった。その他の３ 

種類の甘味料はいずれも検出しなかった。 

２. 収去品の表示について 

 255検体中73品目に甘味料が使用されており，ステビ

ア，カンゾウの表示が多かった。食品別に見ると佃煮，

魚介乾製品，漬物に多く使用されていた。SAは漬物以外

には表示はなかった。 
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図４ サッカリンナトリウムの摂取量経年変化 

(1982年～2009年) 
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図５ 使用されている甘味料の種類 

（2003年～2009年） 

1群　調味嗜好飲料

2群　穀類

3群　芋、豆、種実類

4群　魚介、肉、卵類

5群　油脂乳類

6群　砂糖、菓子類

7群　野菜、果実類

8群　特定保健用食品

 

図６ 食品群別甘味料使用状況 

（2003年～2009年） 
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図７ 甘味料の併用使用状況(2003年～2009年) 

 

３.「食品添加物一日摂取量調査」の表示について 

 2,358 品目中 202 品目に甘味料の表示があった。収去

品と同様にステビア，カンゾウが多く使われていた。ま

た清涼飲料水には APM，AK，スクラロールの使用が目立

っていた。食品別でも収去品と同様に佃煮，魚介乾製品，

漬物に多く使用されていた。SAについては，漬物，魚肉

練り製品に僅かに使用されているのみであった。 

これらの結果を踏まえ，今後SA以外の甘味料について

使用量等順次調査していきたい。 
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